
１ こころとからだの健康づくり１ こころとからだの健康づくり

だれもが自分らしく幸せを感じられる「健康しが」の実現を目指し、これまで着実に推進してきた３つの柱を軸に取組を深化させるとともに、施策を重点的に展開する。

○ 大規模災害や新興感染症に備えた健康危機管理体制づくり
災害拠点病院の整備やDMATの養成推進による災害医療体制の強化 【P16】
衛生科学センターの機能強化 【P15】

３ 安全・安心の社会基盤づくり３ 安全・安心の社会基盤づくり
○ AIや歩くことによる健康づくり
AIの健康データ分析による生活習慣アドバイスを提案するシステムの構築 【P17】
運動習慣定着を目指した自然に歩く環境づくりの推進【P17】

○ 高齢者の活躍推進
レイカディア大学の充実 【P24】
医療データ分析による骨粗しょう症高リスク者への検診勧奨と検診費用補助 【P46】

○ 人と動物の豊かな関わりの推進
飼い主のいない猫の減少や周辺の生活環境の保全を図るための活動への支援 【P41】

○ 職種の状況に応じた取組の推進

２ 医療福祉のひとづくり２ 医療福祉のひとづくり

【医師】
医療分野における業務効率化・職場環境改善への支援 【P７】
地域枠学生への奨学金貸与 【P８】

【看護職】
修学応援資金の創設、大学向け看護地域枠の拡大など奨学金制度の拡充 【P10】
看護専門学校の運営支援の強化 【P９,12】
看護に関する情報を一元的に発信するポータルサイトの構築 【P10】
医療機関のICT導入推進による業務効率化 【P10】
ナースセンターにおける潜在看護師の復職支援の強化 【P11】

【介護・福祉職】
介護テクノロジーの導入等による介護・福祉現場革新の推進 【P22,29】
事業者の協働化、大規模化等による職場環境改善への支援 【P21,29】
外国人介護人材の確保・育成・定着 【P21,22】

【薬剤師】
奨学金返済支援制度の創設 【P37】

令和８年度 健康医療福祉部重点施策

頼れる身寄りがいない高齢者等が適切に支援につながるための取組への支援 【P３】
罪を犯した人の立ち直りを支えるKANAMEプロジェクトなどの地域支援ネットワークの構
築・拡充への支援 【P３】
認知症になっても、だれもが自分らしく暮らし続けることができる認知症バリアフリーの地
域づくりの推進 【P25】
自分らしい生き方・最期の迎え方について考える人生会議（ACP）の普及啓発
【P26】
共生社会の実現に向けた普及啓発の推進 【P29】
インターネット投票利用者の調査研究に基づく依存症予測モデルを活用した早期介入
支援 【P34】

○ 「自分らしさ」が大切にされ、だれもが活躍できる共生社会づくり

※【 】は「令和8年度主要事業調書」の該当頁

○ 平和への思いの醸成
「令和の語り部」育成や若い世代の参画促進を通じた次世代への継承 【P５】

○ 国スポ・障スポレガシーの継承・発展
国スポ・障スポを通じて得られた県民の声を踏まえたユニバーサルデザイン等の理解の
促進や取組の推進 【P４】
障害の特性に応じた意思疎通や情報保障等の一層の推進 【Pー】

○ 専門的な支援が必要な子どもとその家族への支援
医療的ケア児者の短期入所受入促進 【P31】
中核病院と診療所間の遠隔医療実施による周産期医療体制の充実・強化 【P７】

○ 職種を超えた横断的な取組の推進
医療福祉拠点（（仮称）第二大津合同庁舎）の整備 【P２】
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